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が一高の前身である第一番中学校で明治 5年に米人教師の Horace Willson（昨年野球殿堂入り）
でした。そこから明治末から大正にかけて高等専門学校，六大学，中等学校に普及して行く姿
がお分かりでしょう。日本ではアメリカとは異なり高校，大学，中学校のエリート層から一般



















表 1 をご覧下さい。昭和 10 年頃は戦前における学生野球が最も盛んな時期と言われていま









































①昭和 24 年と現在の参加校数，甲子園出場校数，ベンチ入選手数を比較しますと，昭和 24















































































































































































































































































































































































































































































































夏は昭和 51 年の桜美林です。その後は春は日大三（昭和 46 年），日大桜ヶ丘（47 年），岩倉
（59 年），帝京（平成 4年）。夏は帝京（平成元年，7年），日大三（平成 13 年）と東京勢が頑
張ります。
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その倍の 263 校と膨れ上がります。昭和 49 年夏からは東西にわかれて地区予選を行い，夏の
甲子園出場校は 2チームとなりました。
公立校の甲子園出場は夏のみで，いままで 4回です。即ち高等師範付属中（昭和 21 年），国
























明治期には一高の野球に刺激されて慶應（明治 26 年），早稲田（明治 34 年）に野球部が誕
生します。早稲田が最初に試合をしたのが学習院（高等部）でした。明治 36 年から開始され
た早慶戦は人気がありました。それが遂には両校による応援団の乱闘事件にまで発展して，明











































高等学校の方はインターハイの名称で昭和 10 年から戦争による中止時期（昭和 18 年～ 20 年）
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を挟んで昭和 23 年迄続きますが学習院は昭和 21 年には見事全国優勝を成し遂げます。それは
戦争中でも野球の練習を続けた成果でしょう。
【2】戦後の新制大学の野球
戦後，学習院は東都 6大学野球リーグの 2部に所属して昭和 26 年春秋，27 年春優勝します。
入替戦で勝って 1部に昇格し，27 年秋より 35 年春まで 1部で健闘します。この時期が学習院
の黄金時代でした。草刈投手（昭和 31 年卒），島津監督が活躍した時代です。特に昭和 33 年
秋のリーグ戦では初優勝を遂げました。この優勝戦には皇太子（今の天皇）も熱心に応援され
ました。
以後は 2部と 3部を行ったり来たりでしたが，近年は最下位の 4部に甘んじるようになって
しまいました。今後の復活を願ってやみません。
さいごに（学生野球の将来）
さいごに学生野球の将来にふれて講演を終わりたいと思います。
大学野球については東京六大学野球の人気を何としてでも回復させねばなりません。その為
には何をなすべきかを六大学野球連盟としてプロジェクトチームを作って検討すべきでしょ
う。
高校野球については以下の課題があります。
①少子化による部員不足（特に過疎地）に悩むチームをどのように救うか。現在も認めてい
ます連合チームの練習試合を公式試合まで拡げるかどうかです。
②野球留学（県外選手の入部）の為に高校野球文化である地域との密着性と郷土色が希薄に
なる矛盾をどのように解決すべきかです。
③プロアマの交流問題：現在の野球憲章で禁止されている高校野球選手に対する現役プロ或
いは元プロ選手の一時的指導の道をどのようにして切り開いて行くかです。
④現在はマネージャーにしか認めていない女性部員を選手として認めるかどうかです。
高校野球の今後の発展の為には以上の課題を解決して行かねばなりません。
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